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開 会 午後７時００分

１．若者議会議長あいさつ

○市園響議長 若者議会議長の市園響です。

若者議会条例第６条第１項に基づき、本日の

進行を務めさせていただきます。

ただいまから第１０回新城市若者議会 市

長答申を行います。

５月の第１回若者議会から私たちは、若者

が活躍できるまちを実現するべく、様々な活

動を行ってきました。８月の第６回の若者議

会では、政策中間報告を行い、担当課及び関

係課の方々と意見交換を行いました。その後

も担当課職員の方々からアドバイスや意見を

いただきながら話し合い、令和３年度若者予

算事業計画を策定いたしました。本日は、若

者議会市長答申ということで、４つの事業を

説明させていただきたいと思います。

２．発表

○市園響議長 初めに、移住定住委員会によ

る「ビンゴｄｅ移住事業」です。発表者は、

石内 輝（いしうち ひかる）委員です。

よろしくお願いします。

○石内輝委員 今から、移住定住委員会の発

表を始めます。

私たちが提案する事業は「ビンゴｄｅ移

住」事業です。

まず、この事業を考えるに至った経緯を説

明します。

新城市は、年々人口が減少し、若者の減少

も続いています。実際に住んでいる私たちは、

自然が多く子供がのびのびと育つ環境もあり、

都会へのアクセスもよいなど、とても住みや

すく良いまちだと感じています。例えて言う

なら「丁度いい田舎」。私たちは、この「丁

度いい田舎」にもっと人が増えてほしいと願

っています。ですが、周りの同世代では都会

や近隣のもう少し大きな街へ出ていきたいと

口にする人や、実際に出て行ってしまう人が

多くいるのが事実です。しかし、全国に目を

向けると、田舎暮らしを考えている人が多く

いるのも事実です。

そこで、私たちは新城を出ていく人にアプ

ローチするのではなく、全国の田舎暮らしを

考えている、田舎暮らしに憧れている人をタ

ーゲットにし、その中でも未就学児の子供が

いる若者ファミリーを最終的なターゲットに

設定しました。なぜ未就学児のいるファミリ

ーをターゲットにしているかというと、節目

である小学校入学前のほうが、転校など子ど

ものことを考えたときに、引っ越しやすく、

そして実際に引っ越す人も多いのではないか

と考えたからです。

ターゲットのポイントは３つあります。１

つめは、先ほど説明した未就学児の子どもが

いる若者ファミリー。２つめは、移住して、

新城を好きになって、地域と関わってくれる

人。３つめは、新城の良さを発信してくれる

人です。そんな人が新城に増えてほしい！と

いう思いを実現するためには、目を引くよう

な新事業を行ったら良いのではないかと考え、

今回の事業を計画しました。

続いて、ビンゴ de 移住政策について説明

します。

私たちには、この政策を通して叶えたい望

みが３つあります。それは、「若者ファミリ

ーの定住」「新城の良さを知ってもらい、地

域と関わってもらう」「新城の良さを発信し

てもらう」の３つです。

ターゲットは先ほども言ったとおり、全国

の田舎暮らしをしたい若者ファミリーで、ビ

ンゴに参加できるのは先着５世帯です。

ビンゴという特徴を活かし、各項目を達成

していくことで新城を知り、関わってもらい、

良さを発信してもらい、魅力に気づくことで

定住に繋がります。そうすることによって、

私たちの叶えたい望みが達成できます。
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次は、ビンゴの内容について説明していき

ます。

ビンゴのマスは９マスで、中央の住民票を

移すマスからスタートします。

残りの８つのマスは、３つのテーマをもとに

内容を振り分けます。

１つめは「移住者家族にとってプラスにな

ると思うこと」

例えば、地元のお祭りへ参加したり、資源

回収に参加したりするなど、地域との関わり

や繋がりが持てるマス。児童館に行ったり、

保育サービスを利用したりするなどの子育て

世帯との繋がりを持てるマス。

２つめは「新城市や若者議会として是非行

ってほしいこと」

例えば、若者議会が行うイベントに参加し

たり、若者議会の会議を傍聴したりするなど、

若者議会との繋がりを持てるマス。観光地や

市内飲食店などを家族で訪れたり、ＳＮＳで

新城の情報を発信したりするなど、情報発信

に特化したマス。

最後は「移住者家族がわくわくする楽しそ

うなこと」

例えば、新城の特産物を使用した料理を食

べたり、特産品を扱う飲食店を利用したりす

るなど、特産物を扱ったマス。鳳来寺山に登

ったり、軽トラ市で買い物をしたりするなど、

観光スポットに関わるマス。などを考えてい

ます。

そして、ビンゴ１列達成ごとに、新城の良

さがわかり、新城と関わることのできるよう

な贈呈品を送ります。具体的には、ファミリ

ーサポート利用券、新城の特産品盛り合わせ、

フォレストアドベンチャーや湯谷温泉など市

内の施設体験チケット、両親や友人を新城へ

招待するための費用などを考えています。贈

呈品はいくつか用意するようにし、対象者は

その中から選んでもらうようにします。全８

列のうち、１,４,７,８列目達成で１０万円

相当、その他は２万５千円相当の贈呈品を考

えています。

ビンゴのＰＲ方法についてですが、対象は

全国です。その中でも広報の中心は移住者が

引越ししやすい「東海エリア」、移住検討者

が情報を求め集まる「ふるさと回帰支援セン

ター」でチラシを配布します。

想定される費用は、ビンゴ達成贈呈品で２

５０万円。宣伝広告費で１７万１千円。

計２６７万１千円です。

この政策は、ビンゴのマスでも、贈呈品で

も、新城に関わることができます。

そんな政策を通して、期待されるメリット

をいくつか紹介させていただきます。

まず、地域との関わりが深まり、人付き合

いなど「田舎の良さ」が残ります。その結果、

防犯面や災害時の避難で助け合いが生まれ、

絆も固く結ばれます。

続いて、ファミリー層をターゲットにする

ことにより、新城の良さが次世代へ伝承され

続けるという好循環が生まれます。また、若

い層をターゲットにすることで、ＳＮＳを通

じた情報発信が増え、外部にも新城の情報が

伝わっていきます。

そして何より、新城の良さを知ってもらう

ことができます。新城へのプラスのイメージ

がつき、そのまま好きになってくれることで

新城の伝統文化の継承者になってもらえる可

能性も増えるのではないでしょうか。

最後に、この政策最大のポイント。ビンゴ

という話題性且つインパクトのある政策を行

うことで、新城の知名度を向上させることが

できます。

今挙げたものが、私たちの考えるメリット

です。

以上で、移住定住委員会の発表を終了しま

す。

ご清聴ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。自

席にお戻りください。次に、駅前・商店街開
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発委員会による「感じてみりん！新城の桜プ

ロジェクト事業」です。発表者は、木戸ゆめ

（きど ゆめ）委員です。

よろしくお願いします。

○木戸ゆめ委員 ただいまより「感じてみり

ん！新城の桜プロジェクトの発表をはじめさ

せていただきます。

私たちは普段から通学などの際に新城駅を

利用していますが、私たちが今、新城駅に感

じることは、「駅の雰囲気の暗さ」と「人通

りの少なさから感じる寂しさ」です。さらに

今年は、今まであった新城駅の桜が伐採され、

家族や友人、駅前に住む知り合いの方からは

「桜の木が伐採されて寂しい」と話す声も聞

きました。私たちは、このままでは新城市の

玄関口でもある新城駅がどんどん寂しく暗く

なってしまうのでないかと感じました。同時

に、今まであった桜の木が市民にとっての日

常になっていたことも知りました。

今回、新城駅がリニューアルすることもあ

り、私たちはこの新城駅を桜の木を活用して、

もっと元気に明るくするために、私たち若者

の視点で何かできないかと考えました。

そこで桜の木に所縁のある方のために、桜

の想い出や歴史を残し続けます。そして次世

代の方にも新たな想い出を作っていってもら

い、また新城駅といえば桜という印象を定着

させます。そうすることにより、駅前の桜を

見に来る人が増え、駅前が明るく元気になっ

ていくのではないかと考え、今回の事業を計

画しました。

私たちは、３つの政策を行います。

まず１つ目は、新城駅前にあった桜の木を

活用して看板を作成します。今予定されてい

る図案は別紙のとおりとなっています。伐採

された桜の木をみんなで見ることができる形

として残すことにしました。そうすることで、

歴史や思い出を共有し駅前に残すことができ

ます。看板の文字は「ようこそ新城へ」です。

新城駅前を新城市の玄関として、この看板で

お出迎えをします。そして看板には「若者議

会」の文字を入れることで多くの人に若者議

会の活動を知ってもらい、ＰＲにもつながり

ます。

そして２つ目は、リニューアルする新城駅

前のロータリーに、伐採された桜の木と同じ

種類であるソメイヨシノを植樹し、看板と共

に伐採された桜の木の歴史や思い出も引き継

ぎます。

最後に３つ目は、桜の木の植樹イベントを

行います。イベントを行うことで、新しい桜

の木と看板の存在を知ってもらうことができ

ます。植樹は参加者にも土をかけてもらい、

より愛着と記憶に残ってもらえるようにしま

す。イベントの最後には記念撮影の時間を設

けて、新たな桜の始まりを記念に形として残

してもらいます。イベントの告知については、

広報ほのかやポスターなどを活用していきま

す。また、来ることの出来ない人にはイベン

トの様子をティーズで報道してもらい、より

多くの人に桜と看板の存在を伝えようと考え

ています。

今年度、都市計画課が整備していることに

よる利便性の向上に加え、私たちの提案で景

観や雰囲気を明るくすることにより、新城駅

前リニューアル事業を後押しすることができ、

新城駅をより良いものにできます。

想定される費用は、看板設置費では基礎工

事やレーザー加工費用など合わせて１，１７

７，０００円。桜の植樹ではソメイヨシノを

植樹し、土壌改良などして５１，０００円、

そして植樹イベントの宣伝広告費として４２，

０００円。

合計で、１，２７０，０００円となります。

今回の提案により、元々植えられていた、

たくさんの人の思い出が詰まった桜の木を利

用することで、市民の思いや歴史を繋げるこ

とができます。

また、新たな桜の木を植樹し、さらに看板
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には桜のデザインを施すことによって、新し

い世代や市民へ、より強く「新城駅といえば

桜」というイメージをつけることができます。

そうすることにより、新城市は駅前に桜があ

る所というイメージが生まれ、駅前の桜がき

っかけとなり市の桜のPRにつながっていきま

す。

そして、帰省した人が桜で新城市を懐かし

く感じ、また帰ってこようと思えるような環

境が整備され、新城駅が桜で華やかになるこ

とで、通勤通学者も駅を心地よく利用するこ

とができます。

私たちが新城駅前に今まで感じていた暗さ

や寂しさが、桜を使った今回の事業を行うこ

とで、明るく元気になっていってほしいと考

えています。

以上で、駅前商店街開発委員会の発表を終

了します。

ご静聴ありがとうございました。

○市園響委員 ありがとうございました。自

席にお戻りください。次に、観光・ＰＲ委員

会による「家族でしんしろってかん？事業」

です。発表者は、城所邑衣（きどころ さと

え）委員です。よろしくお願いします。

○城所邑衣委員 私たちは、「市外の人に何

度も新城市へ訪れてもらうこと」を目的とし

た政策を検討してきました。その中で、心に

残るような体験は歳を重ねても色褪せない大

切な思い出となるとこ、そして、大人になっ

てから旅行先を決める際にもそのような子ど

もの頃の思い出を参考にしていることに気づ

きました。

そこで、都会では味わうことの出来ない新

城市ならではの自然やそれを活かした体験を

してもらおうと考えました。訪れた子どもた

ちに新城市の良さを知ってもらい、楽しい思

い出を心に残してもらうことで新城市に再び

訪れるきっかけとして欲しいと思います。

私たちの政策の対象は、主に名東区や長久

手市等の名古屋圏に在住し、小学生の子ども

がいて車を使い新城市に訪れることの出来る

家族です。新東名高速道路によって名古屋圏

から新城市への移動はより簡単にできるよう

になりました。また名東区や長久手市は小学

生が多いため、対象をこのように設定しまし

た。

続いて、政策案・手法についてです。私た

ち観光・PR委員会は、新城の強みを活かした

体験イベントの開催を予定しています。

イベントは夏と秋に各1回、やまびこの丘

で行い、参加者は8家族ずつ、1泊2日のテン

ト泊です。全体を通して達成感が得られるよ

うなミッションを取り入れ、子供が全力で楽

しめるようなイベントにしたいと考えていま

す。

夏コースは、自然と触れ合うことを中心と

したプログラム案として予定しています。

プランは１１時からで、お昼に五平餅を作っ

て食べます。午後からは家族でテントを設営

し、虫取りや魚取り、川遊びなど自由に自然

と触れ合う時間になります。その後、野菜の

収穫体験をし、ＢＢＱの準備をし夕飯を食べ

ます。そしてメインのスウェーデントーチの

準備をし、各自で点火してもらいます。夜に

は都会ではあまり出来ない、花火も出来るよ

うにします。テント泊をしてもらい２日目、

朝食とテントの片付けを済ませて、９時まで

自由行動で各家族好きな時間にチェックアウ

トをしてもらいます。

秋コースは、自然の中で体を動かすことを

中心としたプログラム案となっています。夏

と同じく１１時からで、お昼にバームクーヘ

ンとホットドッグを作って食べます。午後か

らは芋掘りをし、持ち帰るもしくはＢＢＱで

食べれるようにします。その後、森の中で遊

べるスラックラインや木に書かれた印を探す

ツリーラリーなどで体を動かし、ミッション

をクリアしていきます。そしてＢＢＱの準備
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をして夕飯を食べた後、望遠鏡を使い星空観

察をします。テント泊をした後は夏コースと

同じです。

このイベントには講師となるコーディネー

ターやサポートスタッフが参加し、円滑な運

営や盛り上げをはかります。運営スタッフは

初日のみで、２日目は各家族自由に行動でき

るようにします。ミッションは子供の制限を

かけることはせず、体を動かしたり自然と触

れ合うきっかけとなるものにします。

主なＰＲ方法は、名古屋圏の名東区と長久

手の全ての小学校へのチラシの配布を予定し

ています。その他、ポスターやＳＮＳなどで

も発信していく予定です。

次にこれらの政策に想定される費用につい

て説明します。

夏・秋イベント開催にかかる費用は、夏コ

ース９３４，０００円、秋コース９２８，０

００円の計１，８６２，０００円。広告費用

として４３５，０００円。その他運営費用な

どの諸経費で６６０，０００円を想定してお

り、総計２，９５７，０００円を計上いたし

ます。

最後に、新城へのメリット・効果について

です。これらの政策案・手法を用いることに

よって、新城の魅力を肌で感じてもらうこと

ができ、実感してもらうことによって新たな

新城のファンができます。ファンがＳＮＳや

普段の会話の中などで周りの人達に新城の魅

力を拡散することによって、その周りの人達

に認知されるようになり、知名度が上がって

きいます。

こういったことによって新城に訪れる新規

の観光客が増えていきます。

また、新規の観光客やリピーターが増える

ことによって利益や客観的な視点からの意見

をいただくことができます。市外の方々から

の意見というのは、自分たちが普段当たり前

だと思っていたことが実はそうでは無かった

というような、新たな気づきとなります。

それらを基に事業の改善や新たな事業への挑

戦などさらなる新城の魅力の向上に繋がって

いきます。こういったサイクルができること

によって、新城はますます発展して行けるの

では無いかと考えました。

以上で、観光ＰＲ委員会の発表を終了しま

す。

ご静聴ありがとうございました。

○市園響委員 ありがとうございました。自

席にお戻りください。次に、国際交流委員会

による「ＰＯＮ×２ Ｂｏｎｄｓ事業」です。

発表者は、松井暖実（まつい あつみ）委員

です。よろしくお願いします。

○松井暖実委員 国際交流委員会です。よろ

しくお願いします。

まず初めに事業名の由来について説明させ

ていただきます。この事業名には、新城市に

住む人が住みやすいまちにしたいという意味

を込めての「People Oasis New castle ～

人々の憩いの場所 新城」という意味と、

「新城市の問題に打ち勝つ」という意味を込

めての「Problem Overcome New castle」と

いう２つの意味があります。

そして頭文字であるＰＯＮ、絆という意味

のＢｏｎｄｓ、私たちが普段会議を始めると

きの掛け声である「ぽんぽんぽーーーーん」

の全てを掛け合わせ、この事業名に決定しま

した。

この事業名の由来にもあるように、私たち

は、新城市が国籍関係なく助け合うことがで

き、市民全員が住みやすいまちを作りたいと

考えました。

今回私たちがターゲットとする人々は、市

内に住む日本人・外国人となります。

その理由として現状では、外国人は日本人

の知り合いが少なく頼れる日本人がなかなか

いなかったり、日本人は自分たちと母国が違

う外国人とコミュニケーションをとれるかど
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うか不安でなかなか話せなかったりと私たち

の理想とは真逆と言ってもいい状況です。

この状況はお互いに知る機会・関わる機会が

少ないからこそ生まれてしまっていると私た

ちは考えました。

そこで、私たちは、日本人と外国人の間にあ

る壁を無くすために様々なきっかけを作ろ

う！という意見に辿り着きました。

同じ時間を共有し、同じことを一緒にやるこ

とで外国人と日本人の間の壁がなくなるきっ

かけ、お互いを理解するきっかけなど様々な

きっかけが生まれると思います。

そこで、できたつながりを途絶えさせない

よう年間を通してイベントを提案します。

私たちの政策を三段階に分けて説明します。

まず、第一段階では「出会う・繋がる」をテ

ーマに、２０人前後を対象とした小規模イベ

ントを二か月に一回のペースで開催します。

ここでの目標は日本人と外国人とが出会うき

っかけを作ることです。料理や運動、季節の

イベントなどを通して、国籍を問わない新城

市民が関わる場を提供します。

次に、第二段階では「触れる・学ぶ・理解

する」をテーマに、年代性別を問わない多く

の人を対象とした大規模イベントを開催しま

す。ここでの目標は多くの人に異文化に触れ

てもらうことで、国籍や言語による壁をなく

すきっかけを作ってもらうことです。ここで

は新城在住外国人の中でもより人数が多い国

のブースを出展し、彼らの文化についてより

知ってもらえるようにします。イベントの詳

細は別紙をご覧ください。

最後に第三段階では「深める・継続する」

をテーマに、第一段階でも行ったような小規

模イベントを大規模イベント後も行います。

ここでの目標は第二段階で新たにできた繋が

りを更に深くし、継続することです。大規模

イベントで異文化に興味を持っても、時間が

経てば忘れてしまうかもしれません。そこで、

大規模イベント後にも異文化に触れる機会を

作ることで、より多くの人に新城市での国際

交流に関わってもらうことができます。イベ

ントの案として、日本の文化に触れることが

できるもちつきや書初め、出会った仲間たち

についてより知ることができる出身国紹介、

何か災害が起こったとしても各々が知識を持

ち自分や家族を守ることができる防災、など

を考えています。

また、これらのイベントは基本的に実行委

員会によって企画開催されますが、このイベ

ントを通して出会った仲間にも実行委員会に

随時参加してもらいたいです。

そして、すべてのイベントが終わる令和３

年度３月には、参加者として出会った、国籍

を問わない新城市民たちが手を取り合って、

イベントを企画開催する姿を見ることができ

るでしょう。

想定される費用としては、大規模イベント

と小規模イベントの開催費として２，４４４，

０００円、ＳＮＳで情報発信する際に必要な

６カ国分の飜訳費として１４４，０００円、

その他諸経費が３２０，０００円となってお

り、計２，９０８，０００円を計上していま

す。

この提案のメリットとしてまず、小規模イ

ベントを行うことによって国籍を問わない関

わりが深くでき、継続的に異文化交流の促進

かつ普及する仲間が増えます。

そして、大規模イベントを行うことによっ

て多くの人が異文化に触れることができ、理

解してもらうきっかけができます。

その結果、見た目や言語などの国籍による

違いをお互いに理解することで、コミュニケ

ーションが取りやすくなり、日本人と外国人

が支え合うことができる「誰にとっても住み

やすい街新城市」となると思います。

現在、国際交流委員会には外国籍の委員が

２人、日本国籍の委員が４人います。

私たちは同じ委員会の仲間として、国籍を

意識することなく、共に切磋琢磨しています。
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外国籍の委員が実際に体験したことを参考に

したり、市内に住む外国籍の小中学生を招い

て会議をしたりするなど、実際の声を大切に

しながら問題を明確にし、日本人と外国人が

歩み寄るための策を考えました。

答申後も、委員一人ひとりが強い思いを持

って、実現に向けて精一杯取り組んでいきた

いと考えています。

以上で、国際交流委員会の発表を終了しま

す。

ご静聴ありがとうございました。

○市園響委員 ありがとうございました。自

席にお戻りください。

○松下まちづくり推進課長 それでは、４つ

の事業の説明も終わりましたので、若者議会

から市長に答申を行いたいと思います。

若者議会議長は質問席へ、市長は演壇へ移動

をお願いします。

３．答申

○市園響議長 令和３年度 新城市若者予算

事業に関する答申書。新城市若者議会は、若

者総合政策の実施に関して、令和３年若者予

算事業計画を策定しましたので、新城市若者

議会条例第２条第１号に基づき、以下のとお

り答申します。令和３年度新城市若者予算

予算総額 ９，８０６千円。

１．ビンゴｄｅ移住事業 ２，６７１千円。

田舎暮らしを考えている若者ファミリーに

向けて、新城の良さを知り、地域と関係を構

築でき、移住後の生活の支援が受けられるよ

う、ビンゴという手法で新城市への移住を促

します。

２．感じてみりん！新城の桜プロジェクト

事業 １，２７０千円。

新城駅前の桜の想い出や歴史を残し続け、

次世代にも想い出を作っていってもらうため

に、伐採された桜を活用した看板の設置と桜

の植樹を行います。

３．家族でしんしろってかん？事業

２，９５７千円。

市外の子どもたちに、新城の強みである自

然やそれを活かした体験を味わってもらうこ

とで記憶に残し、新城にまた来たくなるよう

な思い出を創出するために、自然体験イベン

トを開催します。

４．ＰＯＮ×２ Ｂｏｎｄｓ事業

２，９０８千円。

国籍に関係なく助け合うことができ、市民

全員が住みやすいまちとなるために、また、

日本人と外国人の間にある壁をなくすために、

お互いを知り関わるきっかけが生まれるよう

なイベントを開催します。

令和２年１１月６日。新城市長穂積亮次様。

新城市若者議会 議長 市園響。

４．市議会議長あいさつ

○市園響議長 それでは、続いてお忙しい中

ご出席いただきました、鈴木市議会議長様か

らごあいさつをいただきたいと思います。

○鈴木達雄市議会議長 若者議会の皆さん、

こんばんは。

本日は、令和３年度の新城市若者予算事業

に関する答申ということでした。

このコロナ禍にあって、皆さん、５月の第

１回から今まで６ヶ月でありますけども、な

かなか皆さんこぞって会えないというような

状況でありましたと思います。

その中で、ウェブ会議というようなことで

あったかと思いますけども、その中で今日の

答申をまとめられたということで本当にいろ

んな意味で大変なことがあったかと思います。

また、若者の皆さんにとっては、そのリモ

ートのウェブ会議ということについては、慣

れているのかもしれません。そういうことで

今回答申にこぎつけたということ、うれしく

思っております。
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市長から答申については、コメントをいた

だくのが本来でありますけども、私も皆さん

の答申を聞いて感じたところを少し触れてみ

たいと思います。

１番目の移住定住委員会ですか、「ビンゴ

ｄｅ移住」、移住定住というのが新城市の本

当のど真ん中のテーマだと思ってます。それ

をビンゴというゲームで挑戦するという、そ

ういったところ興味を非常に持ちました。

また、駅前商店街開発委員会、「感じてみ

りん！新城の桜プロジェクト」。

新城の桜の木、新城駅の前の桜の木がなくな

ってしまうというような、市民の中の声にあ

りました。新城の顔である新城駅、シンボル

としての桜が復活するのはとても楽しみです。

桜の植樹や看板設置をきっかけに、それはき

っかけでありまして、その先の市民の皆さん

の活動として継続していくようなものになっ

ていくと嬉しいなと思います。

また、観光ＰＲ委員会の「家族でしんしろ

ってかん？」。ネーミングに引かれました。

ただ、中身は新城の本当の魅力を伝える地道

な事業。やる方が大変な事業かなと思います。

ただ、やれば必ず成果が見える事業かなとい

う印象を受けました。

また、国際交流委員会、読み方がポンポン

ボンズいうことで、今日初めてわかりました

けども、聞いてみると本当に思いが伝わって

くる事業だなと思います。壁を克服する。ま

ずは行動が物を言う事業だという印象を持ち

ました。新城の未来につなぐためには、国際

交流、本当に重要な視点だと思います。

先ほど申し上げましたけども、ウェブ会議

がほとんどという中での事業をまとめること、

苦労したのか、逆にやりやすかったのか。そ

んなことをちょっと聞いてみたいなと思いま

した。新城市議会としても、いろいろな意見

をまとめるのが非常に大変なことがあります

ので、その辺について皆さんのこの６ヶ月の

会議の進め方、参考にしてみたいなというこ

とを思っております。

令和３年度予算は、市長から議会の方に提

案されまして、議会が決定し、また次年度市

長がそれを実行していくということになりま

す。議会としても応援していく所存でござい

ますけれども、答申がしっかりと活かされる

ように、成功を祈っているところです。

今年度も若者議会はまだまだ続くわけであ

りますけども、答申もされましたけども、次

の次年度になって事業執行に至るまで、熱い

視線で皆さんには見ていただきたいなと思っ

ております。

今後も皆さんの引き続いての活躍をお祈り

いたしまして、挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

５．市長あいさつ

○市園響議長 ありがとうございました。最

後に、穂積市長からごあいさつをいただきた

いと思います。

○穂積亮次市長 新城市長、穂積亮次です。

先ほど今、若者議会議長市園さんから、皆さ

んの４つの委員会の提案、答申をいただきま

した。

５月から始まりました若者議会での議論の

すべての成果、また皆さんの思いが詰まった

答申として、しっかりと受けとめさせていた

だきたいと思います。

５月の所信表明、議長選出、副議長選出か

ら委員会に分かれて、中間答申を経て、今日

の最終答申に至ったわけですけれども、大変

絞り込まれた、練り上げられた提案だという

ふうに、まず第一印象を持ちました。

新城市の大きな目標として、新城市には総

合計画というものがあります。ご覧になった

方もいるかもしれません。総合計画のタイト

ル、表題は「つながる力 豊かさ開拓 山の

湊しんしろ」というものでございます。これ

は平成１７年に合併をして、最初に作った第

一次総合計画に続く第二次総合計画と呼ばれ
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ています。約十年間の新城市の様々な建設事

業の建設計画、まちづくりの方向を定めた、

いわば新城市のまちづくりの設計書でありま

す。第一次総合計画のタイトルが、ひと、市

民と書いて「ひと」と言いますけども、「市

民がつなぐ 山の湊 創造都市」。山の湊と

いうのは皆さんご存知の通り江戸時代の新城

のにぎわいを表した言葉ですね。馬が波のよ

うに押し寄せてくる。いろんな物資の集散、

集まってまた散っていく集積の拠点であった。

江戸時代、それが馬車といいますか、荷物を

積んだ馬が波のように来る。それが山の湊新

城。そのにぎわいを私どもは合併時、３つの

市町村合併してきた新しい新城市を立ち上げ

る時にその姿を思い浮かべながらですね、２

１世紀の山の湊たる新城を目指して進み始め

ました。そのすべての力の根源は、ひとがつ

なぐ、市民がつないでいく、そういう力に置

いてきたわけです。約十年間の第一次総合計

画で様々な事業ができあがってきました。達

成できたものも、まだ不十分なものもたくさ

んありますけれども、市民の皆さんの満足度

というのは総体としては高まってきました。

そして、平成１７年にはまだなかった新東

名高速道路がもうすでに開通した中で、第二

次総合計画を策定をする段になって、どうい

う目標を掲げていくのか。その中で出てきた

のが先ほど申し上げました通り、「つながる

力 豊かさ開拓 山の湊しんしろ」というキ

ャッチフレーズでした。第一次総合計画のひ

とがつなぐ市民がつなぐということを踏まえ、

繋がる力というものでこの町を盛り立ててい

こう。人口が減っていったり、過疎化が進ん

だり、学校が統廃合されたりする。これは今

日本全国が抱えてる課題でもあり、新城はそ

の先端をいってるようなものですけれども、

それに負けて、議論が内向きになって、「寂

しい寂しい、昔はよかった。こんな人口減っ

てどうなるんだ。」そんな不安感で押しつぶ

されそうになるまちではなくて、人口は確か

に減ってるけれども、それは住んでる人の、

今住んでる人の人口が減っていくだけであっ

て、皆さんの前にはもっと多様な広い広い世

界が目の前に開けています。その中で様々な

繋がりを皆さんは持っていく。そういう時代

ですね。市民同士の繋がりもあります。それ

から、男性女性、或いはそのどちらにも属さ

ない、様々な多様な性の人がいます。その人

との繋がり、世代の繋がり、そして新城に住

んでる人と住んでない人の繋がり、日本人と

外国人の繋がり、地球上、世界中にその繋が

りが広がろうとしています。ニューキャッス

ルアライアンスもその一つであります。その

繋がる力を、新しい豊かさに変えていきまし

ょう。それが我々のまちのテーマ。それが第

二次総合計画であります。

今日の４つの答申は、まさにそれぞれの立

場、それぞれの課題から繋がる力を見せてく

れたと思います。様々な繋がりはありますけ

れども、多様性はありますけれども、その中

で力を一つにしていく事が、我々に課せられ

た使命かなというふうに思います。

ちょうど今日、令和３年度の若者議会の答

申を受けている今日この日は、世界中でも一

番注目を集めているアメリカ大統領選挙の開

票が進んでいる日です。世界中の民主主義の

見本と手本と言われてきたアメリカ合衆国で

ありますけれども、信じられないぐらいの惨

憺たる状況が広がっています。もちろんきっ

とアメリカの国民は、こうした状況を乗り越

えて、また新しい社会をつくっていくと思い

ますけれども、ただ、社会の中にある様々な

憎しみ、差別、偏見、これを逆に煽りたてて、

何かの新しい方向性を出そうとしていくのか。

それとも、繋がる力を今一度ですね、新しい

形でつなぎ合わせていこうとしているのか、

今、世界はそのせめぎ合いにあります。

私たち新城は小さなまちではあるけれども、

これから一人一人の力で繋がる力を紡いでい

くことはできます。そして、それが皆さんの
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明日の人生、或いは皆さんのご家族や友達や

地域の明日の暮らしを決めていくことになる

と確信をしています。そういう意味で、今日

いただいた４つの提案、これを私どもは今日

これから受けとめて、来年度、令和３年度の

予算編成事業の中に組み込ませていただきま

す。

先ほど議長がおっしゃっていただいた通り、

来年の３月には新城市全体の予算を調整をい

たしまして、市議会に予算案として提案をい

たします。その予算案は、毎年約２２０億程

度の予算ですけれども、来年度はまたコロナ

で非常に厳しい予算組みになりますけれども、

やはり２００数十億の大きなお金であります

が、皆さんが提案いただいた９８０万６，０

００円の令和３年度の若者議会予算提案は、

その中に若者議会枠として設けられて組み入

れられて、議会の方に提案をされていきます。

おそらく来年も議会の方から呼びかけがある

かと思いますけれども、予算審議の前には若

者議会の委員の皆さんと市議会の皆さんとの

意見交換も多分行われるのではないかと思い

ます。そして来年の３月の予算議会で審議を

いただいて、議決をいただければ、来年度か

らそれを実施をしていくということになると

思いますが、そうした流れの中でやりますの

で、今日提案していただいた皆さんの予算建

議、答申は、みんながこの半年間精一杯、人

の意見に耳を傾け、自分の考えを整理して、

まとめてくれたものだと思いますが、来年度

は次の若者議会の皆さんが、令和４年度に向

けて動き出していきます。

そして、皆さんの事業が実施されていくの

は、来年の令和３年度です。その時には皆さ

んはそれぞれ立場で学校を卒業している方も

おられるかもしれない。社会人となって仕事

をしている人もいるかもしれない、大学生に

なってる人達もいるかもしれませんが、今日

のこの答申に立った皆さんの熱の込もった思

いをですね。願わくは来年もずっと胸の中に

抱き続けて、来年度の事業をしっかりと見守

ってもらって、そして令和４年度の若者議会、

君たちの後を継ぐ若者議会の皆さんに、みん

なのできるエールを送り続けて欲しいと思い

ます。

今年はコロナ禍の中で会議一つ開くのも大

変だったと思いますし、リモートの会議も慣

れない中で手探りだったと思います。その点

では、例年よりもはるかに一つのマイナスの

要素を抱えていたんですけれども、今日、答

申をいただいて、そうしたことを吹き飛ばす

ような提案をいただけた。よくまとめていた

だけたなぁと思います。またそれを支えてく

れたメンターの方々、市外委員の皆さん、市

の事務局の職員、そして何よりも皆さんの毎

晩の会議を温かく見守ったり、見送っていた

だいたご家族、学校の先生方、会社の上司、

仲間たちへの感謝をまた持ち続けて、これか

らの歩みを続けて欲しいなと思います。

皆さんの若者の力を糧に新城市はこれからも

ですね、さらに多様な繋がる力を作り上げて、

まちづくりに邁進していくことをお約束して、

令和３年度の若者予算事業に係る答申書を受

け取りましてのコメントに変えたいと思いま

す。

お疲れ様でした。ありがとうございます。

○市園響議長 ありがとうございました。本

日をもって無事に市長答申を終えることがで

きましたが、今後さらに政策について、深く

考えて話し合っていきたいと思います。

これをもちまして、第１０回新城市若者議

会 市長答申を閉会させていただきます。

閉 会 午後８時


